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  ヤスクニ・レポ 236 

戦後 74年、日本と韓国・朝鮮との和解と平和のために！ 

～朝鮮の 3.1独立宣言・堤岩里教会焼討事件から 100年目を心に刻みつつ～ 

吉村 弘司（日本キリスト改革派大宮教会・会員） 

 

序  今年、6 月 22 日（土）に 靖国の「つどい」（略

称）の西川重則代表が病で入院となりました。緊急入院

の病院から、7 月 19 日（金）に国分寺病院（リハビリ病

院）にて転院・療養中です。ヤスクニ通信の巻頭言は

235 号まで、毎回、西川重則代表が執筆されましたが、

当面は、靖国の「つどい」に出席されている方々が交替

で執筆となりました。西川重則代表は、現在、お元気で

すが、一人で立てず、手も不自由でリハビリ中です。同

師の癒しと回復をお祈りします。 

１. 日本と韓国の亀裂拡大の危機！ 

戦後 74 年の今日、日本と韓国は、1965 年の日韓基

本条約（4 協定調印）後、最悪の状態と言われています。

特に昨年から、韓国の法廷で提訴されてきた各徴用工

裁判の最高裁判決が次々と出され、各関連の日本企

業の資産の差押さえの状況下、日本政府は安全保障

上の措置との名目で、日本から韓国に輸出される半導

体関連の商品に厳しい規制が閣議決定され、8 月末か

ら実施となりました。同対抗措置として韓国側からは、

日本への輸出について、特別待遇措置国から日本を

除外する動きも出て、今日の米中貿易摩擦を思わせる

状態です。 

２. 日本の韓国・朝鮮への加害と侵略の歴史から再検

討を！ 

1965 年 6 月 22 日の日韓基本条約の締結（朴正熙

軍事政権時）では、日本側政府の思いは、韓国への経

済援助でしたが、韓国側からは、1910年から 1945年ま

で日本が韓国を併合した 36 年間の加害と侵略への賠

償と受取っています。また、日本政府は、日韓基本条

約で、日本の韓国への戦後賠償（有償・無償の５億ド

ル：賠償金）は解決済と主張し、徴用工（強制連行者）、

従軍慰安婦（性奴隷）への補償も解決済みと解釈され

ていますが、政府答弁（1991・8・27）では「日韓両国が

国家として持っております外交保護権を相互に放棄し

たということでございます。したがいまして、いわゆる個

人の請求権そのものを国内法的な意味で消滅させたと

いうものではございません」と回答。つまり、同条約での、

個人賠償請求は該当しないとの解釈です。また、同締

結による賠償金は、個人被害者には、ほとんど支給さ

れずに、インフラ整備他に使用され、「漢江の奇跡」（但

し、現在、同表現は削除）といわれ韓国の経済復興に

使用されました。また、慰安婦問題の日韓合意は、

2015 年 12 月 28 日に日韓外相会談でなされた「日韓

間の慰安婦問題の最終的かつ不可逆的な解決を確認

した日本政府と大韓民国政府の合意」の内容（日本か

ら、同問題 10億円支払済）で日本政府は解決済との立

場です。しかし、同内容は、朴槿恵前政権時に、実際

に被害にあわれた方々の同意・了解なしに対応し、現

時点でも、同問題は解決されずに韓国側の同対応財

団が解散の事態です。 

3. 朝鮮の 3.1 独立宣言・堤岩里教会焼討事件 から

100年目を心に刻みつつ！ 

100年前の 1919年 3月 1日に当時の朝鮮で起きた

3.1独立宣言（1910年から 1945年まで 36年間時）後、

日本の朝鮮支配に抗議の動きの中、水原にある堤岩

里（チアムリ）教会で焼き討ち事件が起きました。理由

は当時、堤岩里近くで、日本の官憲 2 名殺害の報復と

して、1919年 4月 15日に日本の官憲が、住民をだまし

て、堤岩里（チアムリ）教会に 20 数名（総計 29 名）閉じ

込め、建物を封鎖・焼打した事件です。現在、再建され

た教会の首石に刻まれた聖句「父よ、彼らをお赦しくだ

さい。彼らは何をしているか自分でわからないのです。」

（ルカによる福音書 23 章 34 節：新改訳）が刻印されて

います。当時、3.1 独立宣言を起草した 33 名のほとん

ど(30 名)がクリスチャンであったため、日本の官憲は、
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報復の矛先を教会（クリスチャン）に向けたと言われて

います。火炎の苦しみの受難者達は「わが神、わが神、

なぜわたしをお見捨てになったのですか」（マタイ 27：

46）の十字架上のイエス様の叫びを想起したと思われ

ました。今年、7 月 18 日(木)に京都アニメーションの放

火事件〔青葉真司容疑者（41才）により、35名の尊い命

が一瞬に奪われ、34 名の負傷者も出た〕をテレビで見

ながら、100 年前の堤岩里（チアムリ）教会の焼討事件

と二重写しと見ました。100 年前の苦しみと叫びは、戦

争中の軍隊「慰安婦」（性奴隷）約 20 万人の方々、日

本各地の炭鉱他の建設に強制徴用された数十万人以

上の方々、1923 年 9 月 1 日の関東大震災時に起きた

約 7000 人とも言われる朝鮮人大虐殺の悲劇の方々、

戦争中に日本の侵略戦争に駆出され戦死した方々（靖

国神社の合祀者（約 250万人）中、朝鮮人 2万 2千人、

台湾人 2 万 4 千人）、戦後、朝鮮人の方々で BC 級戦

犯とされ処刑された方々、現在、差別と偏見にある在日

韓国・朝鮮人の苦難。特に、1952年に日本が国際社会

に復帰時、在日の韓国・朝鮮人の方々には戦時下の

被害への補償が除外されました。 

4. 10月・新天皇即位礼・11月・大嘗祭を前にして 

30 年前に日本のアジア諸国への侵略戦争の最高責

任者であった裕仁天皇が死去（マスコミは崩御）後、

明仁天皇に代替わり（1989 年 1 月）した時、日本全体

が喪に服させられた時期でした。長崎市長が「昭和天

皇にも戦争の責任があると思う」と述べただけで、右翼

の方の銃弾を打たれる事件（奇跡的に回復）、キリスト

教系の４大学長声明の公表後、フェリス女学院の弓削

学長宅に銃弾が撃ち込まれる事件も発生しましたが、

明仁天皇の生前退位（4/30：200 年ぶり）と新天皇即

位（5/1）は、日本中お祭りムードで、安倍政権の数々

の不祥事（森友学園・加計学園他）が、全く隠蔽されま

した。しかし。既述の昭和天皇の名でなされた朝鮮支

配の侵略・加害の責任と清算が未決であることを忘れ

てはなりません。 

5. 7 月 21 日の参議院選挙後の改憲（改悪；軍事路線

へ）の危険な動き 

安倍政権は、今回の選挙で、自民党だけで過半数と

ならず、また、改憲勢力（自民・公明・維新）で憲法改正

の発議に必要な 3 分の２に達しないため、今後は、野

党勢力中の改憲容認勢力を巻き込んで 3分の２を目指

す動きです。 自民党は憲法改正草案（2012.4.27確定

版）を下に、当面は自衛隊を軍隊に位置づける内容を

提示しています。戦前回帰の加速を平和の主にあって

阻止する時です。（2019.8.18 記） 

 

２０１９年７月１９日例会奨励「隣人の栄誉を力の限り守る」 

  出エジプト記２０章１６節 須田 毅牧師（ＪＥＣＡ西堀キリスト教会) 

モーセの十戒を学ぶために、教会としてハイデルベ

ルク信仰問答を用いている。十戒の後半で「～してはな

らない」という戒めが多く続く。それらは文言どおりに禁

止事項を守ればよいという事でなく、積極的な意味があ

ることをその問答は良く教えている。「欺いてはならな

い」という戒めも、欺かなければ良いという事でなく、言

葉を用いる事で他者の尊厳が守られなければならな

い、という積極的な行動を促す。私たちは言葉を用いる

事で、他者を励ますこともできれば、貶める事もできる。

現実としては、例えば事実として「あの人物は○○なの

だ」と語るとしても、他者の欠点や失敗を挙げ連ねて、

その尊厳を貶めてしまっているようなことも起こってい

る。語る者は「事実を述べただけだ」と言うだろう。しか

し、意図や結果として、他者を重んじていないことを示

すだけ、ということは罪の性質によって起こるのである。

教会の社会的責任の取り組みに、諸教会の中での温

度差がある。その際、事柄の本質を語り合う前に、「あ

の意見の持ち主は○○だ」と非難がくり返されることも

多くなった。事柄の本質について語り合う前に、自分と

異なる見解を貶めることは、違いをも神によって与えら

れた信じる信仰者に似つかわしくない。信仰問答の中

では、他者の栄誉を力の限り守るように勧め、その根拠

に「悪をもって悪に報いず、侮辱をもって侮辱に報い

ず、かえって祝福を与えなさい。あなたがたは祝福を受

け継ぐために召されたのです」(1ペテロ 3：9)を挙げる。

神はわたくしたち全てを祝福しようとしておられるのであ

るから、私たちは他者の尊厳を損なうことは避けたい。

そして、良い言葉を正しく用いて、他者が尊い務めを果

たす事ができるように互いに語り合いたい。 

 


